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会社紹介
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設 立 昭和43年2月1日

上 場 取 引 所 東京証券取引所第二部 (証券コード:7705)

本 社 〒163-1130 東京都新宿区西新宿六丁目22番1号
新宿スクエアタワー30階

資 本 金 1,207,795千円

従 業 員 当社398名 (平成27年4月1日現在)

事 業 所 工場：福島工場
総合技術本部：
カスタマーサポートセンター、応用技術部、第一開発部、第二開発部
支店・営業所：
大阪、横浜 、東北、北関東、筑波、千葉、名古屋、広島、九州

主 な
事 業 内 容

ガスクロマトグラフィー/液体クロマトグラフィー装置・部品・充填剤・分析
カラム・周辺機器前処理装置・部品・固相・分光光度計用セル、石英加
工品、半導体関連分析装置、バイオ機器・部品、非接触ＩＣカード、リー
ダライタ 、その他全ての関連製品

本社

総合技術本部福島工場



会社紹介 -販売ネットワーク-
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会社紹介 -カスタマーサポートセンター-
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主な所有機器

液体クロマトグラフ－質量分析計

液体クロマトグラフ

イオンクロマトグラフ

ガスクロマトグラフ－質量分析計

ガスクロマトグラフ－質量分析計（パージ・トラップ）

ガスクロマトグラフ－質量分析計（ヘッドスペース）

ガスクロマトグラフ－質量分析計（キャニスター）

ガスクロマトグラフ－質量分析計（加熱脱着）

ガスクロマトグラフ－FID

ガスクロマトグラフ－ECD

分光光度計

蛍光X線分析装置

電子顕微鏡（SEM）

原子吸光光度計

全自動固相抽出装置

自動分注ロボット

固相加圧送液装置 など



本日の説明

トラブルシューティング／お問い合わせ事例
LC,LC/MSに関する事例

Q.1 カラムの圧力が急に上がった。

Q.2 ピーク形状が悪化した。

Q.3 リテンションタイムが安定しない。

Q.4 LCの注入量を増やしたところ、ピーク形状が悪化した。

Q.5 塩基性農薬がバイアルに吸着する。

Q.6 非イオン界面活性剤の分析で、分析担当者が変わったら精度が得られなくなった。

Q.7 LC/MSによるLAS分析でブランクが高い。

Q.8 LCによるホルムアルデヒドの分析で、ブランクピークが出現する。

Q.9 グリホサート等の金属配位性化合物がテーリングする。

Q.10 複数の項目で共通のLCカラムを使用したい。

Q.11 HILICカラムを使用した農薬分析で、検出感度を向上させたい。

標準試薬に関する事例

Q.12 標準液のコンタミネーション防止。

Q.13 市販標準原液の濃度について。

Q.14 計量器の校正や管理。

Q.15 毒物の管理をしたい。
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Q.1 カラムの圧力上昇

Q.1 新品のカラムを購入して分析したところ、数回注入しただけなのに、
カラムの圧力が急に上がってしまった。

A.1-1 圧力が上昇した場合は、緩衝塩の析出もしくはカラム入口のフィルタ
ーに試料中の微粒子やゴミが目詰まりしている可能性があります。
目詰まり防止にはガードカラムの使用やシリンジフィルターによるろ
過が有効です。

A.1-2 移動相にバッファーを使用した後に有機溶媒を流すと塩が析出しま
す。有機溶媒を流す前に水溶液で洗浄して塩を取り除いてください。
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特にUHPLC用には注意



0 2 4 6 0 2 4 6

圧力＝ 14 MPa 圧力＝ 8 MPa

カラムフィルターの目詰まりによる影響

目詰まり時 カラムフィルター交換後

カラム検査条件
Column ： Inertsil ODS-3

(3 µm, 100 × 3.0 mm I.D.)

Eluent ： CH3CN / H2O = 65/35

Flow Rate ： 0.4 mL/min

Col. Temp. ： 40 ℃
Detector ： UV254 nm

Sample： 1) Acetphenone

2) Benzene

3) Toluene

4) Naphthalene
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充填剤の粒子径について
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2 µm
3 µm

4 µm 5 µm

1.9 µm

充填剤

フィルター

充填剤

フィルター

大小

粗細



ガードカラムの利用
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HPLC用 ノンメタル

UHPLC用（耐圧 80 MPa）



Q.2 ピーク形状の悪化

Q.2 ピーク形状が悪化してしまった。改善策は？

A.2 全てのピークにおいて形状が悪化している場合は、カラ
ムへの夾雑成分の蓄積や、パッキングダウンなどが考
えられます。夾雑成分の蓄積が原因の場合は、カラムを
洗浄してください。
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Condition

Column ： Inertsil ODS-3

(2 µm , 50 × 2.1 mm I.D.)

Eluent ： CH3CN / H2O = 65/35

Flow Rate ： 0.4 mL/min

Col. Temp. ： 40 ℃
Detector ： UV 254 nm

Sample ： 1) Acetophenone

2) Benzene

3) Toluene

4) Naphthalene

1. ピーク形状の悪化を確認。

2. カラムの性能チェック
→ 異常を確認。（クロマトグラムA）

3. 100 %アセトニトリルで洗浄後に再検査
→ ピーク形状がやや改善。（クロマトグラム B）

4. 0.1 %トリフルオロ酢酸含有アセトニトリルで洗浄
→ ピーク形状が改善。（クロマトグラム C）

クロマトグラム A クロマトグラム B クロマトグラム C

カラム洗浄の例
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Q.3 リテンションタイムが不安定

Q.3-1 臭素酸の分析でリテンションタイムや面積値が安定し
ない。

Q.3-2 農薬分析にHILICカラムを使用していて、分析対象成
分のリテンションタイムが安定しない。

A.3 グラジエント分析を行っている場合は、カラムの平衡化
時間が十分でない可能性があります。また、HILICや
イオン交換など、カラムの種類によっては移動相を長
時間流して安定させる必要があります。

また、HILICカラムの場合、安定した分析を行うために
酢酸アンモニウムなどの塩の添加も有効です。
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カラムの平衡化について
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グラジエント条件で分析メソッドを構築する際には、カラムの平衡化時間を十分に設け

る必要があります。ODSカラムの場合、一般的にカラム容積の5倍量を通液します。

イオン交換カラムの場合、ODSカラムと比較して、一般的に平衡化に長い時間を要す

るため、最低でもODSカラムの2倍以上の量を通液する必要があります。

洗浄 洗浄 洗浄

平衡化 平衡化



カラムの平衡化について
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カラム容積
＝(半径) 2×3.14×(長さ)

＝(2.1÷2)2 mm×3.14×100 mm

≒346 µL

平衡化時間

＝（カラム容積）×5÷（流速）

＝346 µL × 5 ÷ 200 µL/min

＝8.7 min以上

平衡化時間

＝（カラム容積）×10÷（流速）

＝346 µL × 10 ÷ 200 µL/min

＝17 min 以上

イオン交換カラム

内径2.1 mm 長さ100 mm 

例えば・・・

の場合

ODSカラム

例 例

※イオン交換カラムの場合、移動相中の塩濃度やカラムによっては、
カラム容積の10～15倍でも不十分なケースがあり注意が必要です。



Q.4 注入量の変更によるピーク形状の悪化

Q.4 分析の感度を向上させるためにLCの注入量を増やし
たところ、ピーク形状が悪化してしまった。

A.4 注入量が多くなると、その溶媒が移動相と同じような働
きをして、いわゆるピークの滑りが起こることがあります。
なるべく移動相の組成に近い溶媒に溶かしたものを注
入してください。
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Conditions

Column : Inertsil C8-4 (5 μm, 3.0 x 150 mm)

Eluent : A) CH3CN

B) 0.1 M NaClO4 in H2O 

A/B = 58/42, v/v

Flow Rate : 0.4 mL/min 

Col. Temp.: 40 ℃
Detection. : FL Ex 221 nm Em 284 nm 
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MeOH 100 %に溶けた
サンプルを 50 μL注入

溶離液に溶かしたサンプルを
50 μL注入
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MeOH 100 %に溶けた
サンプルを 10 μL注入
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1. Sodium Decylbenzenesulfonate (C10) (0.1 mg/mL)

2. Sodium Undecylbenzenesulfonate (C11) (0.1 mg/mL)

3. Sodium Dodecylbenzenesulfonate (C12) (0.1 mg/mL)

4. Sodium Tridecylbenzenesulfonate (C13) (0.1 mg/mL)

5. Toluene (0.04 mg/mL)

6. Sodium Tetradecylbenzenesulfonate (C14)(0.1 mg/mL)

注入量とピーク形状
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Q.5 バイアルへの吸着

Q.5 塩基性農薬がオートサンプラーバイアルに吸着する。

A.5 前処理を行わずにLCに直接注入する分析の場合、試験
溶液は水溶液となり、バイアル内には有機溶媒や酸が
共存しないため、ガラス製バイアルに吸着しやすくなりま
す。不活性処理済バイアルやプラスチックバイアルを試
してください。

17



N N
・Br

2+

サンプル：ジクワット

2 µg/mLの面積値

ガラス製
バイアル

PP製
バイアル

1 μg/mLの面積値

カラムやバイアルなどに吸着する量は、濃度依存ではないことが多いです。
そのため、サンプル濃度が低くなればなるほど、相対的に吸着の影響は
大きくなります。

バイアルへの吸着

ガラス製
バイアル

PP製
バイアル
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Q.6 非イオン界面活性剤の前処理

Q.6 非イオン界面活性剤の分析で、分析担当者が変わった
ら精度が得られなくなった。前処理の工程は変えていな
いため原因がわからない。

A.6-1 錯化及びPAR溶液添加による比色操作の詳細を確認し
てください。

1. チオシアノコバルト(Ⅱ)酸アンモニウム溶液とトルエン溶液の攪拌は激しく行
ってください。ボルテックスミキサーを用いるとよく混ざります。

2. 試験管からトルエン層を4 mLを採取する際、パスツールピペットが試験管の
内壁に付着しないように気を付けてください。

3. PAR溶液はあらゆる金属と反応して発色します。ガラス試験管からの溶出物
の影響を受けないよう、 PAR溶液添加後の振とうは緩やかに、速度や時間
は一定で行ってください。

4. 遠心分離の回転数は2500 rpm、10分以上が望ましいです。

5. 使用する器具は非イオン界面活性剤専用とし、事前に有機溶媒でつけ置き
するなど、十分に洗浄してください。洗浄に洗剤は使用しない方が望ましいで
す。
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A.6-2 使用している固相カラムを変更した場合は、その形状
に適した速度で通水してください。ディスク型固相を使
用して、自然落下で溶出する場合は、溶出速度が上が
りやすいため、注意が必要です。

■ディスク型固相の溶出手順

1. ディスク型固相の下にストップバルブを取り付ける

2. 溶媒を1 mL通液し、ストップバルブを閉める

3. ディスク型固相を溶出溶媒で満たした状態で1～2 分ホールドする

4. 残りの溶媒を通液する

20

ディスク型ルアーデバイス型



Q.7 LC/MS分析におけるLASのブランク

Q.7 LC/MSによるLAS分析で検出されるブランクビークが
高い。

A.7 使用するガラス器具などは、メタノールによるつけ置き
が有効です。また、固相カラムからブランクが溶出する
こともあります。洗浄済固相カラムをお勧めします。
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Q.8 LCによるホルムアルデヒド分析時のブランク

Q.8 LCによるホルムアルデヒドの分析で、ブランクピークが
出現する。

A.8 メタノールの酸化によりホルムアルデヒドが生成するた
め、標準液の希釈液は告示法通りアセトニトリルを使用
してください。また、ガラス器具の洗浄にメタノールを使
用した後は、アセトニトリルで洗浄してください。
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Q.9 金属配位性化合物の対策

Q.9 グリホサート等の分析において、金属への吸着対策とし
て、PEEKジャケットのカラムを使っているが、それでもテ
ーリングする。良い対応方法は？

A.9 分析対象成分が金属配位性の場合、カラムジャケットを
金属からPEEKに変更することは効果的ですが、充填剤
のシリカゲルにも微量の金属が存在するため、それもテ
ーリングの原因となります。金属残存量の少ない充填剤
を選択してください。

23



Conditions

Column : InertSustain C18

3 μm , 150×2.1 mm I.D.

Eluent : A) 5 mM HCOONH4 in H2O B) CH3CN

A / B = 95 / 5 - 9.3 min - 37 / 63

Flow Rate : 250 µL/min

Col.Temp. : 40 ℃
Detector : LC/MS/MS  ( ESI , Pos. , MRM )

Inj. Vol. : 10 μL

ステンレスカラム メタルフリーカラム

1

2

3

1
2

3

PEEK製カラム

グリホサート、グルホシネート、AMPAの分析比較

Sample: 1. FMOC-Glyphosate (Q1/Q3 = 390/168）
2. FMOC-Glufosinate  (Q1/Q3 = 402/190)

3. FMOC-AMPA       (Q1/Q3 = 332/110) 

(2 ng/mL each)
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PEEK製カラム
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■高耐圧 UHPLC-PEEKカラム（粒子径3 μm以下の場合）

仕様

・材 質

・対応可能な粒子径

・対応可能な充填剤

・推奨最大使用圧力

： 内側（接液部分）・・PEEK

外側・・・・・・・ ステンレス

： 1.9 μm、2 μm、3 μm

： InertSustain、Inertsilシリーズ

： 80 MPa(1.9 μm、2 μm)、 50 MPa(3 μm)

■ PEEKカラム（粒子径4 μm以上の場合）

仕様

・材 質

・対応可能な粒子径

・対応可能な充填剤

・推奨最大使用圧力

：PEEK

：4 μm、 5 μm、 10 μm

：InertSustain、Inertsilシリーズ

： 20 MPa

充填剤

PEEK

充填剤

PEEK

ステンレス



Q.10 LCカラムの共通化

Q.10 複数の分析項目で使用するカラムを共通化したい。

A.10 現在、弊社でお勧めしている組み合わせは以下の通りです。
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項目 カラム名
内径
(mm)

長さ
(mm)

粒子径
(µm)

ハロ酢酸 InertSustain C18
4.6

(3.0)

150

(100)

3

(3)

非イオン界面活性剤
InertSustain C18 4.6 150 5

ホルムアルデヒド（HPLC）

ホルムアルデヒド（LC/MS） InertSustain C18
2.1

(2.1)

100

(150)

3

(3)

フェノール類

InertSustain C18 HP

(別添方法22は
InertSustain C18 UHPLC-PEEK)

2.1 150 3

農薬類（別表第18,19,20）

農薬類（別表第20の2）

農薬類（別表第22）

直鎖アルキルベンゼンスルホン酸
及びその塩（LAS）

農薬類（別添方法21） Inertsil WP300 SIL 2.1 100 3



Q.11 イミノクタジン等の検出感度向上

Q.11 HILICカラムを使用したイミノクタジン、ジクワット、パラコ
ートの分析で、検出感度を向上させたい。

A.11 表面積の小さい充填剤（カラム）は保持力が弱く、ピーク
を早く溶出することができるため、S/Nの向上が期待で
きます。
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HILICカラムの比較

一般的にHILICモードでは、シラノール等の影響で弱いイオン交換作用が働くため、保持力の強
いカラムではピークがブロードになってしまいます。

表面積の小さい充填剤（カラム）を使用することで、一般的なカラムと比較して溶出が早くなり、
S/Nの改善が期待できます。
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一般的なシリカゲルカラム
（表面積： 450 m2/g）

1.ジクワット
2.パラコート

Inertsil WP300 SIL

（表面積： 150 m2/g）
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表面積が小さい充填剤（カラム）の利点



Q.12 標準液のコンタミネーション防止

Q.12 標準液の汚染防止について

A.12 金属類標準液の保存が認められた一方で、低濃度の標
準液については、汚染の防止に細心の注意を払う必要
があります。

1.ボトルの開封は、汚染源の少ない環境で行う

2.ボトル内の溶液にピペット等の体積計を直接接触させない

3.開封日の記録と管理

29

ピペットチップは
素手で取り付けない



Q.13 市販標準原液の濃度について

Q.13 市販の標準原液アンプルから調製したが、自己調製し
たものと比較して濃度が高い。

A.13-1 カタログに記載されている容量は製品の規格です。実
際の内容量は表示に比べて多いため、全量ピペットや
シリンジで正確にはかり取ってください。

A.13-2 冷蔵・冷凍保存されているアンプルは、室温に戻してか
ら調製してください。
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証明書の例
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Q.14 計量器の校正について

Q.14 ピペットなどの分注器の校正や管理方法を手順書に記
載して管理したい。

A.14 校正は、天びんを使用して重量法で行います。専用の
容量テスターを使用することで作業を簡便化することが
できます。また、ピペットの誤差要因となる「漏れ」をチェ
ックするために、リークテスターによる管理も有効です。
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ピペット容量テスターピペットリークテスター



Q.15 試薬の管理

Q.15 毒物の管理をしたい。

A.15 鍵管理ボックスが便利です。施錠して特定の作業者だ
けが開けられるよう管理し、誰が、いつ使用したか記録
を残すことが重要です。
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鍵管理ボックス
CENTiO KeyCube∞(インフィニティ)

• 使用者を制限
• 鍵の持ち出し者をすぐに確認
• さまざまな非接触ICカードに対応

（標準はFeliCa、MIFARE、ISO15693）

• 社員証などをそのまま使用可能
• 9999枚を登録可能
• 特注に対応

※ FeliCaは、ソニー株式会社が開発した非接触 ICカードの技術方式です。
※ FeliCaは、ソニー株式会社の登録商標です。
※ MIFAREは、NXP Semiconductorsの登録商標です。 CENTiO KeyCube∞は、ジーエルソリューションズ株式会社の製品です。



まめ知識の紹介 上手な使い方

情報満載！

HPLCカラム総合カタログ
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弊社営業所にご請求ください



前処理のポイントや分析条件の例、
カラム・試薬などの製品情報を掲載しています。

情報満載！

水質分析アプリケーション集
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弊社営業所にご請求ください



インハウスセミナーのご案内
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インハウスセミナーのご案内
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タイトル 所要時間

固相抽出法の基礎 約30分

パージ・トラップ法の基礎 約30分

ヘッドスペース法の基礎 約30分

LCカラムの基礎 ご相談

金属分析の基礎 ご相談

オートサンプラーバイアルの選択方法とトラブル対策 約20分

マイクロピペットの正しい使い方と管理方法 約80分

マイクロシリンジの正しい使い方 約30分

天びんの誤差要因と管理方法 約60分

選択プログラム例



インハウスセミナーのご案内
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• 技術レベル向上に

• 社内教育プログラムの一環に

• ご希望の項目を実施

• 5名以上で開催（相談可）

• 無料

お気軽に
ご相談ください



40




